
(57)【要約】

【課題】

　駆動電流の調整に対して広いダイナミックレンジを確

保でき、高輝度カラー表示に適する有機ＥＬ駆動回路お

よび有機ＥＬ表示装置を提供することにある。

【解決手段】

　この発明は、基準電流発生回路から基準電流を受けて

第１の設定データに応じてＲ，Ｇ，Ｂの表示色のいずれ

か１つに対応する輝度調整の基準となる電流値の電流を

発生する基準電流生成回路と、この基準電流生成回路か

ら輝度調整の基準となる電流を受けて輝度調整のために

この電流に対して第２の設定データに応じて発生させた

電流値を加算あるいは減算して補正した基準電流をＲ，

Ｇ，Ｂの表示色のいずれかに対して発生する基準電流補

正回路とを備え、第１および第２の設定データがこの有

機ＥＬ駆動回路あるいはこの有機ＥＬ表示装置の外部か

ら設定されるものである。

【選択図】　　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 基 準 電 流 発 生 回 路 か ら 基 準 電 流 を 受 け て 有 機 Ｅ Ｌ パ ネ ル を そ の 端 子 ピ ン を 介 し て 駆 動 す
る た め の 電 流 あ る い は そ の 基 礎 と な る 電 流 を 生 成 す る 有 機 Ｅ Ｌ 駆 動 回 路 に お い て 、
　 前 記 基 準 電 流 発 生 回 路 か ら 前 記 基 準 電 流 を 受 け て 第 １ の 設 定 デ ー タ に 応 じ て Ｒ ， Ｇ ， Ｂ
の 表 示 色 の い ず れ か １ つ に 対 応 す る 、 輝 度 調 整 の 基 準 と な る 電 流 値 の 電 流 を 発 生 す る 基 準
電 流 生 成 回 路 と 、
　 こ の 基 準 電 流 生 成 回 路 か ら 前 記 輝 度 調 整 の 基 準 と な る 電 流 を 受 け て 輝 度 調 整 の た め に こ
の 電 流 に 対 し て 、 第 ２ の 設 定 デ ー タ に 応 じ て 発 生 さ せ た 電 流 値 を 加 算 あ る い は 減 算 し て 補
正 し た 基 準 電 流 を Ｒ ， Ｇ ， Ｂ の 表 示 色 の い ず れ か に 対 し て 発 生 す る 基 準 電 流 補 正 回 路 と を
備 え 、
　 前 記 第 １ お よ び 第 ２ の 設 定 デ ー タ が こ の 有 機 Ｅ Ｌ 駆 動 回 路 あ る い は こ の 有 機 Ｅ Ｌ 表 示 装
置 の 外 部 か ら 設 定 さ れ る 有 機 Ｅ Ｌ 駆 動 回 路 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 基 準 電 流 生 成 回 路 と 前 記 基 準 電 流 補 正 回 路 と は 、 前 記 Ｒ ， Ｇ ， Ｂ の 表 示 色 に 対 応 し
て そ れ ぞ れ 設 け ら れ て い る 請 求 項 １ 記 載 の 有 機 Ｅ Ｌ 駆 動 回 路 。
【 請 求 項 ３ 】
３ ． さ ら に 前 記 第 １ お よ び 第 ２ の 設 定 デ ー タ を 記 憶 す る メ モ リ を 有 し 、 前 記 Ｒ ， Ｇ ， Ｂ に
対 応 し て 設 け ら れ た そ れ ぞ れ の 前 記 基 準 電 流 補 正 回 路 と 前 記 基 準 電 流 生 成 回 路 は 、 そ れ ぞ
れ 複 数 の ス イ ッ チ 回 路 を 有 し 、 前 記 第 １ お よ び 第 ２ の 設 定 デ ー タ が 前 記 メ モ リ か ら 読 出 さ
れ て 読 出 さ れ た デ ー タ に 応 じ て 複 数 の 前 記 ス イ ッ チ 回 路 の Ｏ Ｎ ／ Ｏ Ｆ Ｆ が 選 択 さ れ て 前 記
補 正 し た 基 準 電 流 が 生 成 さ れ る 請 求 項 ２ 記 載 の 有 機 Ｅ Ｌ 駆 動 回 路 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 メ モ リ は 不 揮 発 性 メ モ リ で あ り 、 前 記 基 準 電 流 生 成 回 路 は 、 １ 個 の 入 力 側 ト ラ ン ジ
ス タ に 対 し て 複 数 の 出 力 側 ト ラ ン ジ ス タ を 有 す る 第 １ の カ レ ン ト ミ ラ ー 回 路 を 有 し 、 前 記
複 数 の 出 力 ト ラ ン ジ ス タ の 出 力 側 は 、 そ れ ぞ れ 自 己 に 設 け ら れ た 前 記 複 数 の ス イ ッ チ 回 路
の そ れ ぞ れ を 介 し て 前 記 輝 度 調 整 の 基 準 と な る 電 流 を 出 力 す る 第 １ の 出 力 端 子 に 接 続 さ れ
て い る 請 求 項 ３ 記 載 の 有 機 Ｅ Ｌ 駆 動 回 路 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 基 準 電 流 補 正 回 路 は 、 入 力 端 子 と 、 第 ２ の 出 力 端 子 と 、 補 正 電 流 値 発 生 回 路 と 、 前
記 第 １ の 出 力 端 子 か ら 出 力 さ れ た 電 流 を 前 記 入 力 端 子 に 受 け て 前 記 補 正 し た 基 準 電 流 を 前
記 第 ２ の 出 力 端 子 に 出 力 す る 電 流 合 成 回 路 と を 有 し 、 前 記 補 正 電 流 値 発 生 回 路 は 、 １ 個 の
入 力 側 ト ラ ン ジ ス タ に 対 し て 複 数 の 出 力 側 ト ラ ン ジ ス タ を そ れ ぞ れ 有 す る 第 ２ お よ び 第 ３
の カ レ ン ト ミ ラ ー 回 路 を 有 し 、 こ の 第 ２ お よ び 第 ３ の カ レ ン ト ミ ラ ー 回 路 の 前 記 複 数 の 出
力 ト ラ ン ジ ス タ の 出 力 側 は 、 そ れ ぞ れ 自 己 に 設 け ら れ た 前 記 複 数 の ス イ ッ チ 回 路 の そ れ ぞ
れ を 介 し て 前 記 入 力 端 子 あ る い は 前 記 第 ２ の 出 力 端 子 に 接 続 さ れ て い る 請 求 項 ４ 記 載 の 有
機 Ｅ Ｌ 駆 動 回 路 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 電 流 合 成 回 路 は 、 前 記 入 力 端 子 に 入 力 側 ト ラ ン ジ ス タ が 接 続 さ れ 、 出 力 側 ト ラ ン ジ
ス タ の 出 力 側 が 前 記 第 ２ の 出 力 端 子 に 接 続 さ れ た 第 ４ の カ レ ン ト ミ ラ ー 回 路 を 有 し 、 前 記
第 ２ の 出 力 端 子 か ら 電 流 を シ ン ク す る 出 力 を 発 生 す る 請 求 項 ５ 記 載 の 有 機 Ｅ Ｌ 駆 動 回 路 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 第 ２ の カ レ ン ト ミ ラ ー 回 路 は 、 前 記 第 ２ の 出 力 端 子 か ら シ ン ク す る 電 流 に 対 し て シ
ン ク す る 電 流 を 加 算 す る 電 流 加 算 回 路 で あ り 、 前 記 第 ３ の カ レ ン ト ミ ラ ー 回 路 は 、 前 記 第
２ の 出 力 端 子 か ら シ ン ク す る 電 流 に 対 し て シ ン ク す る 電 流 を 減 算 す る 電 流 減 算 回 路 で あ る
請 求 項 ６ 記 載 の 有 機 Ｅ Ｌ 駆 動 回 路 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 第 ４ の カ レ ン ト ミ ラ ー 回 路 の 前 記 入 力 側 ト ラ ン ジ ス タ は 、 前 記 第 ２ の カ レ ン ト ミ ラ
ー 回 路 の 入 力 側 ト ラ ン ジ ス タ と な っ て い て 、 前 記 第 ２ の カ レ ン ト ミ ラ ー 回 路 の 前 記 複 数 の
出 力 側 ト ラ ン ジ ス タ の 出 力 側 は 、 前 記 複 数 の ス イ ッ チ 回 路 を 介 し て 前 記 第 ２ の 出 力 端 子 に
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接 続 さ れ て い る 請 求 項 ７ 記 載 の 有 機 Ｅ Ｌ 駆 動 回 路 。
【 請 求 項 ９ 】
　 前 記 第 ３ の カ レ ン ト ミ ラ ー 回 路 の 前 記 入 力 側 ト ラ ン ジ ス タ は 、 前 記 第 ４ の カ レ ン ト ミ ラ
ー 回 路 の 前 記 入 力 側 ト ラ ン ジ ス タ を 介 し て 駆 動 さ れ 、 前 記 第 ３ の カ レ ン ト ミ ラ ー 回 路 の 前
記 複 数 の 出 力 側 ト ラ ン ジ ス タ の 出 力 側 は 、 前 記 複 数 の ス イ ッ チ 回 路 を 介 し て 前 記 第 ２ の 出
力 端 子 に 接 続 さ れ て い る 請 求 項 ８ 記 載 の 有 機 Ｅ Ｌ 駆 動 回 路 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 前 記 第 ２ お よ び 第 ３ の カ レ ン ト ミ ラ ー 回 路 の 前 記 入 力 側 ト ラ ン ジ ス タ は 、 そ れ ぞ れ 定 電
流 源 に よ り 駆 動 さ れ 、 前 記 第 ２ の カ レ ン ト ミ ラ ー 回 路 は 、 前 記 第 ２ の 出 力 端 子 か ら シ ン ク
す る 電 流 に 対 し て シ ン ク す る 電 流 を 加 算 す る 電 流 加 算 回 路 で あ り 、 前 記 第 ３ の カ レ ン ト ミ
ラ ー 回 路 は 、 前 記 入 力 端 子 か ら シ ン ク す る 電 流 に 対 し て シ ン ク す る 電 流 を 減 算 す る 電 流 減
算 回 路 で あ る 請 求 項 ６ 記 載 の 有 機 Ｅ Ｌ 駆 動 回 路 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 前 記 第 ２ の カ レ ン ト ミ ラ ー 回 路 の 前 記 複 数 の 出 力 側 ト ラ ン ジ ス タ は 、 前 記 複 数 の ス イ ッ
チ 回 路 を 介 し て 前 記 第 ２ の 出 力 端 子 に 接 続 さ れ 、 前 記 第 ３ の カ レ ン ト ミ ラ ー 回 路 の 前 記 複
数 の 出 力 側 ト ラ ン ジ ス タ は 、 前 記 複 数 の ス イ ッ チ 回 路 を 介 し て 前 記 入 力 端 子 に 接 続 さ れ て
い る 請 求 項 １ ０ 記 載 の 有 機 Ｅ Ｌ 駆 動 回 路 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 第 １ の 基 準 電 流 発 生 回 路 か ら 第 １ の 基 準 電 流 を 受 け て 少 な く と も Ｒ ， Ｇ ， Ｂ の ３ 原 色 の
１ つ の 色 に つ い て 所 定 の 基 準 電 流 を 発 生 す る た め の 基 準 電 流 設 定 回 路 を 有 す る 有 機 Ｅ Ｌ 駆
動 回 路 に お い て 、
　 前 記 基 準 電 流 設 定 回 路 は 、
　 前 記 第 １ の 基 準 電 流 発 生 回 路 か ら 前 記 第 １ の 基 準 電 流 を 受 け て 第 １ の 設 定 デ ー タ に 応 じ
て 輝 度 調 整 の 基 準 と な る 電 流 を 発 生 す る 第 ２ の 基 準 電 流 生 成 回 路 と 、
　 こ の 第 ２ の 基 準 電 流 生 成 回 路 か ら 前 記 輝 度 調 整 の 基 準 と な る 電 流 を 受 け て こ の 電 流 に 対
し て 、 第 ２ の 設 定 デ ー タ に 応 じ て 発 生 さ せ た 電 流 値 を 加 算 あ る い は 減 算 し て 補 正 し た 基 準
電 流 を 前 記 所 定 の 基 準 電 流 と し て 発 生 す る 基 準 電 流 補 正 回 路 と を 有 し 、
　 前 記 第 １ お よ び 第 ２ の 設 定 デ ー タ が こ の 有 機 Ｅ Ｌ 駆 動 回 路 あ る い は こ の 有 機 Ｅ Ｌ 表 示 装
置 の 外 部 か ら 設 定 さ れ る 有 機 Ｅ Ｌ 駆 動 回 路 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 前 記 第 ２ の 基 準 電 流 発 生 回 路 と 前 記 基 準 電 流 補 正 回 路 と は 、 前 記 Ｒ ， Ｇ ， Ｂ の 表 示 色 に
対 応 し て そ れ ぞ れ 設 け ら れ て い る 請 求 項 １ ２ 記 載 の 有 機 Ｅ Ｌ 駆 動 回 路 。
【 請 求 項 １ ４ 】
　 さ ら に 前 記 第 １ お よ び 第 ２ の 設 定 デ ー タ を 記 憶 す る た め の メ モ リ を 有 し 、 前 記 Ｒ ， Ｇ ，
Ｂ に 対 応 し て 設 け ら れ た そ れ ぞ れ の 前 記 基 準 電 流 補 正 回 路 と 前 記 第 ２ の 基 準 電 流 発 生 回 路
は 、 そ れ ぞ れ 複 数 の ス イ ッ チ 回 路 を 有 し 、 前 記 第 １ お よ び 第 ２ の 設 定 デ ー タ が 前 記 メ モ リ
か ら 読 出 さ れ て 読 出 さ れ た デ ー タ に 応 じ て 複 数 の 前 記 ス イ ッ チ 回 路 の Ｏ Ｎ ／ Ｏ Ｆ Ｆ が 選 択
さ れ て 前 記 補 正 し た 基 準 電 流 が 生 成 さ れ る 請 求 項 １ ３ 記 載 の 有 機 Ｅ Ｌ 駆 動 回 路 。
【 請 求 項 １ ５ 】
　 前 記 メ モ リ は 不 揮 発 性 メ モ リ で あ り 、 そ れ ぞ れ の 前 記 第 ２ の 基 準 電 流 発 生 回 路 は 、 １ 個
の 入 力 側 ト ラ ン ジ ス タ に 対 し て 複 数 の 出 力 側 ト ラ ン ジ ス タ を 有 す る 第 １ の カ レ ン ト ミ ラ ー
回 路 を 有 し 、 前 記 複 数 の 出 力 ト ラ ン ジ ス タ の 出 力 側 は 、 前 記 輝 度 調 整 の 基 準 と な る 電 流 を
出 力 す る た め に そ れ ぞ れ 自 己 に 設 け ら れ た 前 記 複 数 の ス イ ッ チ 回 路 の そ れ ぞ れ を 介 し て 第
１ の 出 力 端 子 に 接 続 さ れ て い る 請 求 項 １ ４ 記 載 の 有 機 Ｅ Ｌ 駆 動 回 路 。
【 請 求 項 １ ６ 】
　 請 求 項 １ ～ １ ５ の い ず れ か １ 項 に 記 載 さ れ た ア ク テ ィ ブ マ ト リ ッ ク ス 型 有 機 Ｅ Ｌ パ ネ ル
の 駆 動 回 路 を 有 す る 有 機 Ｅ Ｌ 表 示 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
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　 こ の 発 明 は 、 有 機 Ｅ Ｌ 駆 動 回 路 お よ び こ れ を 用 い る 有 機 Ｅ Ｌ 表 示 装 置 に 関 し 、 詳 し く は
、 携 帯 電 話 機 ， Ｐ Ｈ Ｓ 等 の 表 示 装 置 を 有 す る 電 子 機 器 に お い て 、 駆 動 電 流 の 調 整 に 対 し て
広 い ダ イ ナ ミ ッ ク レ ン ジ を 確 保 で き 、 有 機 Ｅ Ｌ 発 光 材 料 の 相 違 に よ る 発 光 輝 度 の 相 違 を 吸
収 で き る よ う な 高 輝 度 カ ラ ー 表 示 に 適 し た 有 機 Ｅ Ｌ 表 示 装 置 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 携 帯 電 話 機 ， Ｐ Ｈ Ｓ 、 Ｄ Ｖ Ｄ プ レ ー ヤ 、 Ｐ Ｄ Ａ （ 携 帯 端 末 装 置 ） 等 に 搭 載 さ れ る 有 機 Ｅ
Ｌ 表 示 装 置 の 有 機 Ｅ Ｌ 表 示 パ ネ ル で は 、 カ ラ ム ラ イ ン の 数 が ３ ９ ６ 個 （ １ ３ ２ × ３ ） の 端
子 ピ ン 、 ロ ー ラ イ ン が １ ６ ２ 個 の 端 子 ピ ン を 持 つ も の が 提 案 さ れ 、 カ ラ ム ラ イ ン 、 ロ ー ラ
イ ン の 端 子 ピ ン は こ れ 以 上 に 増 加 す る 傾 向 に あ る 。
　 こ の よ う な 有 機 Ｅ Ｌ 表 示 パ ネ ル の 電 流 駆 動 回 路 の 出 力 段 は 、 ア ク デ ィ ブ マ ト リ ッ ク ス 型
で も 単 純 マ ト リ ッ ク ス 型 の も の で も 端 子 ピ ン 対 応 に 電 流 源 の 駆 動 回 路 、 例 え ば 、 カ レ ン ト
ミ ラ ー 回 路 に よ る 出 力 回 路 が 設 け ら れ て い る 。
　 有 機 Ｅ Ｌ 表 示 装 置 の 問 題 点 は 、 液 晶 表 示 装 置 の よ う に 電 圧 駆 動 を 行 う と 、 輝 度 ば ら つ き
が 大 き く な り 、 か つ 、 Ｒ ， Ｇ ， Ｂ に 発 光 感 度 差 が あ る こ と か ら 表 示 制 御 が 難 し く な る 点 で
あ る 。 そ の た め 、 電 流 駆 動 を 行 っ て も 、 Ｒ ， Ｇ ， Ｂ の 駆 動 電 流 に 対 す る 発 光 効 率 の 比 は 、
例 え ば 、 Ｒ ： Ｇ ： Ｂ ＝ ６ ： １ １ ： １ ０ 程 度 と な る 。 し か も 、 こ の よ う な 発 光 効 率 は 、 使 用
さ れ る 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 の 材 料 に よ っ て 異 な っ て く る 。
　 そ の た め に 、 カ ラ ー 表 示 に お け る 電 流 駆 動 回 路 で は 、 表 示 画 面 上 で ホ ワ イ ト バ ラ ン ス を
採 る た め に 、 Ｒ ， Ｇ ， Ｂ 対 応 に 使 用 材 料 に 応 じ て そ れ ぞ れ の 輝 度 調 整 を 図 る 駆 動 電 流 調 整
回 路 が 設 け ら れ る 。
　 と こ ろ で 、 マ ト リ ッ ク ス 状 に 配 置 し た Ｅ Ｌ 素 子 を 電 流 駆 動 し 、 か つ 、 Ｅ Ｌ 素 子 の 陽 極 と
陰 極 を グ ラ ン ド に 落 と し て リ セ ッ ト す る Ｅ Ｌ 素 子 の 駆 動 回 路 が 特 許 文 献 １ と し て 公 知 で あ
る 。 ま た 、 Ｄ Ｃ － Ｄ Ｃ コ ン バ ー タ を 用 い て Ｅ Ｌ 素 子 を 低 消 費 電 力 で 電 流 駆 動 す る 技 術 が 特
許 文 献 ２ と し て 公 知 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 ９ － ２ ３ ２ ０ ７ ４ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 ２ ０ ０ １ － １ ４ ３ ８ ６ ７ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 有 機 Ｅ Ｌ 表 示 装 置 の 電 流 駆 動 回 路 で は 、 通 常 、 基 準 電 流 を 電 流 増 幅 し て 各 カ ラ ム ピ ン 対
応 に 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 の 駆 動 電 流 を 生 成 す る の で 、 ホ ワ イ ト バ ラ ン ス を 採 る た め の 駆 動 電 流 の
調 整 は 、 Ｒ ， Ｇ ， Ｂ に 対 応 す る そ れ ぞ れ の 基 準 電 流 を 調 整 す る こ と で 行 わ れ て い る 。
　 従 来 、 基 準 電 流 を 調 整 す る た め に 、 従 来 の 駆 動 電 流 調 整 回 路 は 、 基 準 電 流 発 生 回 路 に ４
ビ ッ ト 程 度 の Ｄ ／ Ａ 変 換 回 路 を 設 け て Ｒ ， Ｇ ， Ｂ 対 応 に 、 例 え ば 、 ３ ０ μ Ａ ～ ７ ５ μ Ａ の
範 囲 で ５ μ Ａ 刻 み で 所 定 の ビ ッ ト デ ー タ を 設 定 す る こ と で Ｒ ， Ｇ ， Ｂ そ れ ぞ れ の 基 準 電 流
を 調 整 し て い る が 、 最 近 で は 各 種 の 有 機 Ｅ Ｌ 材 料 が 開 発 さ れ て き て い る の で 、 ホ ワ イ ト バ
ラ ン ス を 採 る た め の 輝 度 調 整 の 範 囲 は 、 ４ ビ ッ ト 程 度 の Ｄ ／ Ａ 変 換 回 路 で は 対 応 し き れ な
く な っ て き て い る 。
　 し か し 、 輝 度 調 整 の た め の Ｄ ／ Ａ 変 換 回 路 の ビ ッ ト 数 を 、 例 え ば 、 ６ ビ ッ ト な い し ８ ビ
ッ ト に 増 加 と す る と 、 Ｒ ， Ｇ ， Ｂ 対 応 に Ｄ ／ Ａ 変 換 回 路 が そ れ ぞ れ 設 け ら れ る 関 係 か ら 回
路 規 模 が 大 き く な り 、 電 流 駆 動 回 路 の ワ ン チ ッ プ 化 が 難 し く な る 。 さ ら に は 表 示 装 置 部 分
の 小 型 化 の 要 請 に 十 分 応 え ら れ な く な る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 一 方 、 最 近 で は 、 Ｒ ， Ｇ ， Ｂ の 調 整 範 囲 を カ バ ー す る 基 準 電 流 値 の 調 整 範 囲 と し て ０ μ
Ａ ～ ７ ５ μ Ａ で １ μ Ａ 刻 み の ダ イ ナ ミ ッ ク レ ン ジ の 確 保 の 要 請 が あ る 。 　 こ の 発 明 の 目 的
は 、 こ の よ う な 従 来 技 術 の 問 題 点 を 解 決 し 、 前 記 の 要 請 に 応 え る も の で あ っ て 、 駆 動 電 流
の 調 整 に 対 し て 広 い ダ イ ナ ミ ッ ク レ ン ジ を 確 保 で き 、 有 機 Ｅ Ｌ 発 光 材 料 の 相 違 に よ る 発 光
輝 度 の 相 違 を 吸 収 で き る の で 、 ホ ワ イ ト バ ラ ン ス 等 の 輝 度 調 整 が 容 易 と な り 、 高 輝 度 カ ラ
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ー 表 示 に 適 す る 有 機 Ｅ Ｌ 駆 動 回 路 を 提 供 す る こ と に あ る 。
　 こ の 発 明 の 他 の 目 的 は 、 駆 動 電 流 の 調 整 に 対 し て 広 い ダ イ ナ ミ ッ ク レ ン ジ を 確 保 で き 、
高 輝 度 カ ラ ー 表 示 に 適 す る 有 機 Ｅ Ｌ 表 示 装 置 を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 こ の よ う な 目 的 を 達 成 す る た め の こ の 発 明 の 有 機 Ｅ Ｌ 駆 動 回 路 お よ び こ れ を 用 い る 有 機
Ｅ Ｌ 表 示 装 置 の 特 徴 は 、 基 準 電 流 発 生 回 路 か ら 基 準 電 流 を 受 け て 第 １ の 設 定 デ ー タ に 応 じ
て Ｒ ， Ｇ ， Ｂ の 表 示 色 の い ず れ か １ つ に 対 応 す る 輝 度 調 整 の 基 準 と な る 電 流 値 の 電 流 を 発
生 す る 基 準 電 流 生 成 回 路 と 、 こ の 基 準 電 流 生 成 回 路 か ら 輝 度 調 整 の 基 準 と な る 電 流 を 受 け
て 輝 度 調 整 の た め に こ の 電 流 に 対 し て 、 第 ２ の 設 定 デ ー タ に 応 じ て 発 生 さ せ た 電 流 値 を 加
算 あ る い は 減 算 し て 補 正 し た 基 準 電 流 を Ｒ ， Ｇ ， Ｂ の 表 示 色 の い ず れ か に 対 し て 発 生 す る
基 準 電 流 補 正 回 路 と を 備 え 、 第 １ お よ び 第 ２ の 設 定 デ ー タ が こ の 有 機 Ｅ Ｌ 駆 動 回 路 あ る い
は こ の 有 機 Ｅ Ｌ 表 示 装 置 の 外 部 か ら 設 定 さ れ る も の で あ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 こ の よ う に 、 こ の 発 明 に あ っ て は 、 外 部 か ら 設 定 さ れ る 第 １ の 設 定 デ ー タ に よ り Ｒ ， Ｇ
， Ｂ の い ず れ か １ つ に 対 応 す る 輝 度 調 整 の 基 準 と な る 電 流 （ 調 整 基 準 の 電 流 ） を ま ず 発 生
し て 、 そ の 基 準 電 流 値 を 中 心 に し て 第 ２ の 設 定 デ ー タ で 補 正 し て 装 置 ご と の 表 示 色 に 対 応
し て 補 正 し た 基 準 電 流 を 発 生 し て い る 。 こ れ に よ り 、 表 示 色 に 対 応 す る 補 正 前 の そ れ ぞ れ
の 基 準 電 流 は 、 発 光 材 料 や 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 の 製 造 ば ら つ き な ど に 応 じ て 決 定 さ れ る 平 均 値 、
中 央 値 あ る い は 設 計 値 の 電 流 と し て 各 Ｒ ， Ｇ ， Ｂ に 対 応 し て 選 択 で き 、 選 択 し た 電 流 値 を
輝 度 調 整 の 基 準 と な る 電 流 と し 、 こ れ に 対 し て 補 正 を 行 え ば よ い 。 そ こ で 、 補 正 前 の 基 準
電 流 に 対 す る 補 正 範 囲 は 、 発 光 材 料 や 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 の 製 造 ば ら つ き な ど か ら 生 じ る 、 前 記
の 平 均 値 、 中 央 値 あ る い は 設 計 値 の 電 流 値 か ら 、 さ ら に ば ら つ く 範 囲 と な り 、 微 小 で あ る
の で 、 狭 い 範 囲 に 制 限 で き る 。 そ の 結 果 、 補 正 範 囲 に つ い て の ダ イ ナ ミ ッ ク レ ン ジ を 広 く
採 ら な く て も 高 精 度 な 電 流 補 正 が で き る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 一 方 、 補 正 前 の 輝 度 調 整 の 基 準 と な る 電 流 は 、 補 正 が で き る 範 囲 に 入 る よ う な 粗 い 間 隔
で 発 生 さ せ れ ば よ い の で 、 こ の 電 流 の 選 択 範 囲 も ダ イ ナ ミ ッ ク レ ン ジ を 広 く 採 ら な く て も
済 む 。
　 こ の よ う に 、 こ の 発 明 は 、 基 準 電 流 発 生 回 路 か ら の 基 準 電 流 に 対 し て 、 Ｒ ， Ｇ ， Ｂ そ れ
ぞ れ に 対 応 す る 基 準 電 流 を 粗 い レ ベ ル で 一 旦 設 定 に し て 、 そ の 後 に そ れ を 微 調 整 を す る ２
段 階 調 整 を 採 る こ と に よ り 、 駆 動 電 流 の 調 整 に 対 し て 広 い 範 囲 で ダ イ ナ ミ ッ ク レ ン ジ を 確
保 で き る 。
　 そ の 結 果 、 有 機 Ｅ Ｌ 発 光 材 料 の 相 違 に よ る 発 光 輝 度 の 相 違 に 影 響 さ れ ず に 発 光 材 料 に 対
し て 汎 用 性 の あ る 電 流 駆 動 が 生 成 で き る 。 こ れ に よ り ホ ワ イ ト バ ラ ン ス 等 の 輝 度 調 整 が 容
易 と な り 、 高 輝 度 カ ラ ー 表 示 に 適 す る 有 機 Ｅ Ｌ 駆 動 回 路 お よ び 有 機 Ｅ Ｌ 表 示 装 置 を 実 現 で
き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 図 １ は 、 こ の 発 明 の 有 機 Ｅ Ｌ 駆 動 回 路 を 適 用 し た 一 実 施 例 の 有 機 Ｅ Ｌ パ ネ ル の カ ラ ム ド
ラ イ バ を 中 心 と す る ブ ロ ッ ク 図 、 図 ２ は 、 そ の 基 準 電 流 生 成 回 路 を 中 心 と し た ブ ロ ッ ク 図
、 そ し て 、 図 ３ は 、 他 の 基 準 電 流 生 成 回 路 の 具 体 例 の ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
　 図 １ に お い て 、 １ ０ は 、 有 機 Ｅ Ｌ パ ネ ル の 有 機 Ｅ Ｌ 駆 動 回 路 の カ ラ ム Ｉ Ｃ ド ラ イ バ （ 以
下 カ ラ ム ド ラ イ バ ） で あ る 。
　 カ ラ ム ド ラ イ バ １ ０ は 、 基 準 電 流 発 生 回 路 １ （ こ の 発 明 の 第 １ の 基 準 電 流 発 生 回 路 ） と
、 Ｒ （ 赤 ） に 対 応 し て 設 け ら れ た 基 準 電 流 設 定 回 路 ２ Ｒ 、 Ｇ （ 緑 ） に 対 応 し て 設 け ら れ た
基 準 電 流 設 定 回 路 ２ Ｇ 、 そ し て 、 Ｂ （ 青 ） に 対 応 し て 設 け ら れ た 基 準 電 流 設 定 回 路 ２ Ｂ と
を 有 し て い る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
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　 各 基 準 電 流 設 定 回 路 ２ Ｒ ， ２ Ｇ ， ２ Ｂ は 、 そ れ ぞ れ 基 準 電 流 発 生 回 路 １ か ら 基 準 電 流 Ｉ
refを 受 け て そ れ ぞ れ の 表 示 色 に 対 応 し た 基 準 電 流 を 生 成 す る 。 こ れ ら は 、 そ れ ぞ れ に カ
レ ン ト ミ ラ ー 回 路 を 入 力 段 に 有 し て い て 、 こ こ で 生 成 し た 基 準 電 流 で Ｒ ， Ｇ ， Ｂ に 対 応 し
て 設 け ら れ た カ レ ン ト ミ ラ ー 回 路 ３ の 入 力 側 ト ラ ン ジ ス タ を そ れ ぞ れ に 駆 動 す る 。 そ れ ぞ
れ の カ レ ン ト ミ ラ ー 回 路 ３ は 、 端 子 ピ ン 対 応 に 、 生 成 し た 基 準 電 流 を 分 配 す る 。
　 な お 、 基 準 電 流 設 定 回 路 ２ Ｇ 、 基 準 電 流 設 定 回 路 ２ Ｂ が 接 続 さ れ る カ レ ン ト ミ ラ ー 回 路
３ に つ い て は 基 準 電 流 設 定 回 路 ２ Ｒ が 接 続 さ れ て い る カ レ ン ト ミ ラ ー 回 路 ３ と 同 様 な 構 成
で あ る の で 、 特 に 図 示 し て は い な い 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 基 準 電 流 発 生 回 路 １ は 、 Ｒ ， Ｇ ， Ｂ に 共 通 の 基 準 電 流 を 発 生 す る 回 路 で あ っ て 、 オ ペ ア
ン プ Ｏ Ｐ と 、 こ の オ ペ ア ン プ Ｏ Ｐ の 出 力 を ゲ ー ト に 受 け て 駆 動 さ れ る Ｎ チ ャ ネ ル ト ラ ン ジ
ス タ Ｔ rp、 こ の ト ラ ン ジ ス タ Ｔ rpの ソ ー ス と グ ラ ン ド Ｇ Ｎ Ｄ 間 に 設 け ら れ た 抵 抗 Ｒ p、 ト
ラ ン ジ ス タ Ｔ rpの 上 流 で こ の ト ラ ン ジ ス タ の ド レ イ ン に そ の ド レ イ ン が 接 続 さ れ た Ｐ チ ャ
ネ ル ト ラ ン ジ ス タ Ｔ rqと か ら な り 、 ト ラ ン ジ ス タ Ｔ rqの ソ ー ス が 、 例 え ば 、 ３ Ｖ の 電 源 ラ
イ ン ＋ Ｖ DDに 接 続 さ れ て い る 。 そ し て 、 こ の ト ラ ン ジ ス タ Ｔ rqが 基 準 電 流 設 定 回 路 ２ Ｒ 、
基 準 電 流 設 定 回 路 ２ Ｇ 、 基 準 電 流 設 定 回 路 ２ Ｂ の そ れ ぞ れ の 入 力 段 の カ レ ン ト ミ ラ ー 回 路
の 共 通 の 入 力 側 ト ラ ン ジ ス タ と さ れ 、 そ れ ぞ れ の 基 準 電 流 設 定 回 路 の 出 力 側 の Ｐ チ ャ ネ ル
Ｍ Ｏ Ｓ Ｆ Ｅ Ｔ ト ラ ン ジ ス タ Ｔ r1～ Ｔ rk（ 図 ２ 参 照 ） を 駆 動 す る 。
　 オ ペ ア ン プ Ｏ Ｐ の 入 力 側 は 、 （ ＋ ） 入 力 が 基 準 電 圧 源 Ｖ refを 介 し て グ ラ ン ド Ｇ Ｎ Ｄ に
接 続 さ れ 、 （ － ） 入 力 が ト ラ ン ジ ス タ Ｔ rpの ソ ー ス に 接 続 さ れ て い る 。 ト ラ ン ジ ス タ Ｔ rp
の ソ ー ス は 、 抵 抗 Ｒ pを 介 し て 接 地 さ れ て い る 。 な お 、 抵 抗 Ｒ pは 、 こ の Ｉ Ｃ の 端 子 １ ０ ａ
を 介 し て こ の Ｉ Ｃ の 外 に 取 付 け さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 基 準 電 流 設 定 回 路 ２ Ｇ と 基 準 電 流 設 定 回 路 ２ Ｂ と は 、 基 準 電 流 設 定 回 路 ２ Ｒ と 同 様 な 構
成 で あ る の で 、 以 下 で は 、 基 準 電 流 設 定 回 路 ２ Ｒ に つ い て 説 明 し 、 基 準 電 流 設 定 回 路 ２ Ｇ
、 基 準 電 流 設 定 回 路 ２ Ｂ の 説 明 は 割 愛 す る 。
　 基 準 電 流 設 定 回 路 ２ Ｒ は 、 基 準 電 流 設 定 回 路 ２ Ｇ 、 基 準 電 流 設 定 回 路 ２ Ｂ に 共 通 に 設 け
ら れ た 不 揮 発 性 メ モ リ ２ １ と 、 基 準 電 流 生 成 回 路 ２ ２ と 、 基 準 電 流 補 正 回 路 ２ ３ と を 有 し
て い る 。 基 準 電 流 生 成 回 路 （ 前 記 の カ レ ン ト ミ ラ ー 回 路 、 こ の 発 明 の 第 ２ の 基 準 電 流 発 生
回 路 に 相 当 ） ２ ２ は 、 こ の 不 揮 発 性 メ モ リ ２ １ の Ｒ に 対 応 す る 領 域 か ら 読 出 さ れ た Ｒ の デ
ー タ 値 、 例 え ば ｍ に 応 じ て 基 準 電 流 値 Ｉ refを ｍ 倍 に し た 電 流 値 Ｉ roの Ｒ に つ い て の 基 準
電 流 を 出 力 す る 。 基 準 電 流 補 正 回 路 ２ ３ は 、 基 準 電 流 生 成 回 路 ２ ２ の 出 力 電 流 値 Ｉ roを 約
１ μ Ａ の 分 解 能 で 補 正 す る Ｒ に つ い て の 基 準 電 流 の 補 正 回 路 で あ る 。
　 さ ら に 、 基 準 電 流 補 正 回 路 ２ ３ は 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 補 正 電 流 値 発 生 回 路 ２ ３ ａ と 電
流 合 成 回 路 ２ ３ ｂ と か ら な る 。 補 正 電 流 値 発 生 回 路 ２ ３ ａ は 、 基 準 電 流 生 成 回 路 ２ ２ の 電
流 値 に 対 し て １ μ Ａ の 分 解 能 で 加 算 あ る い は 減 算 す る 電 流 を 発 生 す る 。 電 流 合 成 回 路 ２ ３
ｂ は 、 基 準 電 流 生 成 回 路 ２ ２ の 電 流 値 と 補 正 電 流 値 発 生 回 路 ２ ３ ａ の 電 流 値 と を 合 成 し て
シ ン ク 電 流 Ｉ rを 出 力 端 子 ２ ４ に 発 生 す る 。 こ れ に よ り 基 準 電 流 補 正 回 路 ２ ３ は 、 電 流 合
成 回 路 ２ ３ ｂ に よ り そ の 出 力 端 子 ２ ４ を 介 し て Ｒ に 対 し て 補 正 さ れ た 基 準 電 流 Ｉ rを 発 生
し 、 こ の 基 準 電 流 Ｉ rに よ り カ レ ン ト ミ ラ ー 回 路 ３ の 入 力 側 ト ラ ン ジ ス タ Ｔ raを 駆 動 す る
。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 カ レ ン ト ミ ラ ー 回 路 ３ は 、 入 力 側 の ト ラ ン ジ ス タ Ｔ raと 、 こ れ と カ レ ン ト ミ ラ ー 接 続 さ
れ る Ｔ rb～ Ｔ rnと を 有 し て い て 、 Ｐ チ ャ ネ ル Ｍ Ｏ Ｓ Ｆ Ｅ Ｔ ト ラ ン ジ ス タ Ｔ rb～ Ｔ rnの ソ ー
ス は 、 電 源 ラ イ ン ＋ Ｖ DD（ ＝ ＋ ３ Ｖ ） に 接 続 さ れ て い る 。
　 ト ラ ン ジ ス タ Ｔ rb～ Ｔ rnの ド レ イ ン は 、 Ｄ ／ Ａ 変 換 回 路 ４ ， ４ … に 接 続 さ れ 、 そ れ ぞ れ
の ド レ イ ン か ら の 出 力 電 流 は 、 こ の Ｄ ／ Ａ 変 換 回 路 ４ の 基 準 駆 動 電 流 と さ れ る 。
　 各 Ｄ ／ Ａ 変 換 回 路 ４ は 、 Ｍ Ｐ Ｕ ７ か ら レ ジ ス タ ６ を 介 し て 表 示 デ ー タ を 受 け て こ の 基 準
駆 動 電 流 Ｉ rを 表 示 デ ー タ 値 分 増 幅 し て そ の と き ど き の 表 示 輝 度 に 応 じ た 駆 動 電 流 を 生 成
し 、 そ れ ぞ れ に 出 力 段 電 流 源 ５ を 駆 動 す る 。 各 出 力 段 電 流 源 ５ は 、 一 対 の ト ラ ン ジ ス タ か
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ら な る カ レ ン ト ミ ラ ー 回 路 で 構 成 さ れ 、 カ ラ ム 側 の 出 力 端 子 Ｘ 1～ Ｘ mを 介 し て 駆 動 電 流 ｉ
を 有 機 Ｅ Ｌ パ ネ ル （ 各 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 の 陽 極 ） に 出 力 す る 。
　 最 終 段 の ト ラ ン ジ ス タ Ｔ rnの ド レ イ ン は 、 Ｄ ／ Ａ 変 換 回 路 ４ に 接 続 さ れ 、 こ の Ｄ ／ Ａ 変
換 回 路 ４ を 駆 動 す る 。 Ｄ ／ Ａ 変 換 回 路 ４ は 、 設 定 さ れ た デ ー タ に 応 じ て 出 力 段 電 流 源 ５ を
駆 動 し 、 出 力 段 電 流 源 ５ が 出 力 電 流 Ｉ outを こ の Ｉ Ｃ の 外 部 出 力 端 子 １ ０ ｂ か ら 外 部 へ と
出 力 す る 。 こ の 出 力 は 、 次 段 に 設 け ら れ た カ ラ ム Ｉ Ｃ ド ラ イ バ に 入 力 さ れ て 、 同 様 な 駆 動
電 流 を 発 生 す る モ ニ タ 電 流 に さ れ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 図 ２ は 、 基 準 電 流 設 定 回 路 ２ Ｒ の 具 体 的 な 構 成 を 示 す も の で あ っ て 、 基 準 電 流 設 定 回 路
２ Ｒ は 、 デ ー タ 設 定 に よ り プ ロ グ ラ ム 可 能 な 電 流 値 調 整 回 路 で あ る 。
　 基 準 電 流 生 成 回 路 ２ ２ は 、 基 準 電 流 値 Ｉ refが 流 れ る ト ラ ン ジ ス タ Ｔ rqに よ り 駆 動 さ れ
る Ｐ チ ャ ネ ル の ト ラ ン ジ ス タ Ｔ r1～ Ｔ rkか ら な る カ レ ン ト ミ ラ ー 回 路 で あ る 。 カ レ ン ト ミ
ラ ー 接 続 の ト ラ ン ジ ス タ Ｔ r1～ Ｔ rkの ソ ー ス は 、 電 源 ラ イ ン ＋ Ｖ DDに 接 続 さ れ 、 各 ト ラ ン
ジ ス タ の ド レ イ ン は 、 ス イ ッ チ 回 路 Ｓ Ｗ 1～ Ｓ Ｗ kを 介 し て 出 力 端 子 ２ ２ ａ に 接 続 さ れ 、 こ
れ に Ｒ に つ い て の 基 準 電 流 と し て 電 流 値 Ｉ roの 電 流 を 出 力 す る 。 出 力 端 子 ２ ２ ａ は 、 電 流
合 成 回 路 ２ ３ ｂ の Ｎ チ ャ ネ ル の カ レ ン ト ミ ラ ー の 入 力 側 ト ラ ン ジ ス タ Ｔ rrの ド レ イ ン に 接
続 さ れ て い て 、 ト ラ ン ジ ス タ Ｔ rrに 電 流 値 Ｉ roを 流 す 。 こ の ト ラ ン ジ ス タ の ソ ー ス は 接 地
さ れ て い る 。
　 電 流 合 成 回 路 ２ ３ ｂ は 、 ト ラ ン ジ ス タ Ｔ rrを 入 力 側 ト ラ ン ジ ス タ と し 、 Ｎ チ ャ ネ ル ト ラ
ン ジ ス タ Ｔ rsを 出 力 ト ラ ン ジ ス タ と す る カ レ ン ト ミ ラ ー 回 路 で 構 成 さ れ 、 ト ラ ン ジ ス タ Ｔ
rsの ド レ イ ン が 出 力 端 子 ２ ４ に 接 続 さ れ 、 そ の ソ ー ス は 接 地 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 補 正 電 流 値 発 生 回 路 ２ ３ ａ は 、 電 流 加 算 回 路 ２ ３ ｃ と 電 流 減 算 回 路 ２ ３ ｄ と を 有 し て い
る 。 電 流 加 算 回 路 ２ ３ ｃ は 、 ト ラ ン ジ ス タ Ｔ rrの 入 力 側 ト ラ ン ジ ス タ と カ レ ン ト ミ ラ ー 接
続 さ れ た Ｎ チ ャ ネ ル の 出 力 ト ラ ン ジ ス タ Ｑ n1， Ｑ n2～ Ｑ nnか ら な る カ レ ン ト ミ ラ ー 回 路 で
あ り 、 ト ラ ン ジ ス タ Ｑ n2～ Ｑ nnの ソ ー ス が グ ラ ン ド Ｇ Ｎ Ｄ に 接 続 さ れ 、 そ れ ぞ れ の ド レ イ
ン は 、 ス イ ッ チ 回 路 Ｓ Ｗ n2～ Ｓ Ｗ nnを 介 し て 出 力 端 子 ２ ４ に 接 続 さ れ て い る 。 こ れ に よ り
ス イ ッ チ 回 路 Ｓ Ｗ n2～ Ｓ Ｗ nnの Ｏ Ｎ ／ Ｏ Ｆ Ｆ に 応 じ て 発 生 し た 電 流 の 電 流 値 分 が 出 力 端 子
２ ４ か ら シ ン ク さ れ る 。 そ こ で 、 出 力 端 子 ２ ４ に シ ン ク さ れ る 電 流 Ｉ rに は 、 ス イ ッ チ 回
路 Ｓ Ｗ n2～ Ｓ Ｗ nnの Ｏ Ｎ ／ Ｏ Ｆ Ｆ に 応 じ て 発 生 す る 電 流 値 分 が 加 算 さ れ る 。 な お 、 出 力 側
ト ラ ン ジ ス タ Ｑ n2～ Ｑ nnに 対 す る カ レ ン ト ミ ラ ー の 入 力 側 ト ラ ン ジ ス タ は 、 電 流 合 成 回 路
２ ３ ｂ の 入 力 側 ト ラ ン ジ ス タ Ｔ rrに な っ て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 電 流 減 算 回 路 ２ ３ ｄ は 、 出 力 ト ラ ン ジ ス タ Ｑ n1の 上 流 側 に 設 け ら れ た ト ラ ン ジ ス タ Ｑ p1
と 、 こ の ト ラ ン ジ ス タ Ｑ p1が 入 力 ト ラ ン ジ ス タ と さ れ 、 ト ラ ン ジ ス タ Ｑ p2～ Ｑ pnが 出 力 ト
ラ ン ジ ス タ と さ れ た カ レ ン ト ミ ラ ー 回 路 を 有 し て い る 。
　 ト ラ ン ジ ス タ Ｑ p1～ Ｑ pnの ソ ー ス は 、 電 源 ラ イ ン ＋ Ｖ DDに 接 続 さ れ 、 ト ラ ン ジ ス タ Ｑ p2
～ Ｑ pnの ド レ イ ン は 、 ス イ ッ チ 回 路 Ｓ Ｗ p2～ Ｓ Ｗ pnを 介 し て 出 力 端 子 ２ ４ に 接 続 さ れ て い
る 。 こ れ に よ り ス イ ッ チ 回 路 Ｓ Ｗ p2～ Ｓ Ｗ pnの Ｏ Ｎ ／ Ｏ Ｆ Ｆ に 応 じ て 発 生 し た 電 流 の 電 流
値 分 が 出 力 端 子 ２ ４ へ 流 出 す る 。 そ こ で 、 出 力 端 子 ２ ４ に シ ン ク す る 電 流 Ｉ rに は 、 ス イ
ッ チ 回 路 Ｓ Ｗ p2～ Ｓ Ｗ pnの Ｏ Ｎ ／ Ｏ Ｆ Ｆ に 応 じ て 発 生 す る 電 流 値 分 が 減 算 さ れ る 。
　 し た が っ て 、 基 準 電 流 補 正 回 路 ２ ３ は 、 ス イ ッ チ 回 路 Ｓ Ｗ n2～ Ｓ Ｗ nnと ス イ ッ チ 回 路 Ｓ
Ｗ p2～ Ｓ Ｗ pnと の 選 択 的 な Ｏ Ｎ ／ Ｏ Ｆ Ｆ に よ り シ ン ク さ れ る 出 力 端 子 ２ ４ の 電 流 値 Ｉ rを
調 整 す る こ と が で き る 。 な お 、 こ の と き 加 算 あ る い は 減 算 す る 電 流 値 は 、 ス イ ッ チ 回 路 の
Ｏ Ｎ さ せ た 個 数 で 決 定 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 こ こ で 、 ト ラ ン ジ ス タ Ｔ rrと ト ラ ン ジ ス タ Ｔ rsと の ゲ ー ト 幅 比 （ チ ャ ネ ル 幅 比 ） は ２ ０
： ２ ０ で あ り 、 ト ラ ン ジ ス タ Ｔ rrと ト ラ ン ジ ス タ Ｑ n1～ Ｑ nnの ゲ ー ト 幅 比 （ チ ャ ネ ル 幅 比
） は ２ ０ ： １ 、 そ し て 、 ト ラ ン ジ ス タ Ｔ rrと ト ラ ン ジ ス タ Ｑ p1～ Ｑ pnの ゲ ー ト 幅 比 （ チ ャ
ネ ル 幅 比 ） は ２ ０ ： １ で あ る 。 こ れ に よ り 、 こ こ で 、 調 整 さ れ る 電 流 値 は 、 出 力 端 子 ２ ２
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か ら 流 入 す る 電 流 値 Ｉ roに 対 し て Ｉ ro／ ２ ０ の 分 解 能 に お い て 出 力 端 子 ２ ４ の 電 流 値 Ｉ r
を 加 減 算 す る こ と が で き る 。 こ こ で 、 Ｉ roを ２ ０ μ Ａ と す れ ば 、 補 正 す る 電 流 値 の 分 解 能
は 、 １ μ Ａ 程 度 に な る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 ス イ ッ チ 回 路 Ｓ Ｗ 1～ Ｓ Ｗ kと ス イ ッ チ 回 路 Ｓ Ｗ n2～ Ｓ Ｗ nnと ス イ ッ チ 回 路 Ｓ Ｗ n2～ Ｓ Ｗ
nnと は 、 不 揮 発 性 メ モ リ ２ １ の Ｒ に つ い て の 設 定 デ ー タ に 応 じ て そ れ ぞ れ の Ｏ Ｎ ／ Ｏ Ｆ Ｆ
が 設 定 さ れ る 。 Ｒ に つ い て の 設 定 デ ー タ は 、 Ｒ に つ い て の 記 憶 し た 領 域 か ら 、 例 え ば 、 Ｍ
Ｐ Ｕ ７ に よ っ て 読 出 さ れ る 。 な お 、 こ れ は 、 電 源 Ｏ Ｎ と 同 時 に 不 揮 発 性 メ モ リ ２ １ か ら 自
動 的 に 読 出 さ れ る も の で も よ い 。
　 ま ず 、 基 準 電 流 生 成 回 路 ２ ２ の ス イ ッ チ 回 路 Ｓ Ｗ 1～ Ｓ Ｗ kの Ｏ Ｎ ／ Ｏ Ｆ Ｆ を 選 択 す る こ
と で 、 Ｒ ， Ｇ ， Ｂ の 発 光 輝 度 に 対 応 し た 電 流 値 を 粗 い レ ベ ル で 設 定 し て 輝 度 調 整 の 基 準 と
な る 電 流 値 Ｉ roの Ｒ に つ て い の 基 準 電 流 を 発 生 さ せ る 。 次 に 、 こ の 輝 度 調 整 の 基 準 と な る
電 流 値 Ｉ roに 対 し て 装 置 ご と に 発 光 材 料 や 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 の 製 造 ば ら つ き な ど に よ る 輝 度 を
調 整 す る た め に 加 算 側 ス イ ッ チ 回 路 Ｓ Ｗ n2～ Ｓ Ｗ nnあ る い は 減 算 側 ス イ ッ チ 回 路 Ｓ Ｗ p2～
Ｓ Ｗ pnの Ｏ Ｎ ／ Ｏ Ｆ Ｆ を 設 定 す る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 こ れ ら の 調 整 を す る た め の デ ー タ は 、 こ の 有 機 Ｅ Ｌ 駆 動 回 路 あ る い は こ の 有 機 Ｅ Ｌ 表 示
装 置 の 外 部 か ら Ｍ Ｐ Ｕ ７ を 介 し て 不 揮 発 性 メ モ リ ２ １ に デ ー タ を 設 定 す る こ と で 行 わ れ る
。 Ｒ ， Ｇ ， Ｂ の 使 用 材 料 に 対 応 す る 発 光 輝 度 に 対 応 し て あ ら か じ め 得 ら れ た 値 を デ ー タ と
し て 不 揮 発 性 メ モ リ ２ １ に 記 憶 し て お き 、 ス イ ッ チ 回 路 Ｓ Ｗ 1～ Ｓ Ｗ kの Ｏ Ｎ ／ Ｏ Ｆ Ｆ さ せ
る 。 こ の 場 合 の デ ー タ 値 は 、 発 光 材 料 や 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 の 製 造 ば ら つ き な ど に 応 じ て 決 定 さ
れ る 平 均 値 、 中 央 値 あ る い は 設 計 値 と し て 与 え ら れ る も の で あ る 。
　 こ れ と は 別 に 、 例 え ば 、 製 品 の 動 作 テ ス ト 段 階 あ る い は 出 荷 テ ス ト 段 階 に お い て 、 実 際
に 装 置 ご と Ｒ ， Ｇ ， Ｂ に つ い て そ れ ぞ れ に 最 大 輝 度 に 設 定 し て 表 示 輝 度 を 表 示 画 面 を 測 定
器 で 測 定 し て あ る い は 目 視 観 測 に よ り ス イ ッ チ 回 路 Ｓ Ｗ n2～ Ｓ Ｗ nnと ス イ ッ チ 回 路 Ｓ Ｗ p2
～ Ｓ Ｗ pnを Ｏ Ｎ ／ Ｏ Ｆ Ｆ す る 設 定 デ ー タ を 決 定 し 、 こ れ を 外 部 か ら Ｍ Ｐ Ｕ ７ を 介 し て 設 定
し て ホ ワ イ ト バ ラ ン ス の 調 整 を 行 う も の で あ る 。
　 こ の 不 揮 発 性 メ モ リ ２ １ に 記 憶 さ れ る デ ー タ は 、 Ｍ Ｐ Ｕ ７ か ら 設 定 さ れ 、 不 揮 発 性 メ モ
リ ２ １ は 、 Ｒ ， Ｇ ， Ｂ ご と に 各 領 域 が 割 り 当 て ら れ て い て 、 基 準 電 流 設 定 回 路 ２ Ｒ 、 基 準
電 流 設 定 回 路 ２ Ｇ 、 基 準 電 流 設 定 回 路 ２ Ｂ の そ れ ぞ れ の 同 様 な ス イ ッ チ 回 路 に 対 し て Ｏ Ｎ
／ Ｏ Ｆ Ｆ す る デ ー タ が 送 出 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 と こ ろ で 、 図 ２ の 実 施 例 の 基 準 電 流 補 正 回 路 ２ ３ は 、 基 準 電 流 生 成 回 路 （ カ レ ン ト ミ ラ
ー 回 路 ） ２ ２ の 電 流 値 Ｉ roに 対 し て 電 流 加 算 回 路 ２ ３ ｃ と 電 流 減 算 回 路 ２ ３ ｄ で そ れ ぞ れ
に １ ／ ２ ０ の 単 位 で 電 流 を 発 生 し て 加 算 ， 減 算 し て 補 正 を す る 回 路 に な っ て い る 。 そ の た
め 、 補 正 す る 電 流 値 が 電 流 値 Ｉ roに 応 じ て 決 定 さ れ 、 電 流 値 Ｉ roに 応 じ て 相 違 し て く る 。
　 こ の よ う な 補 正 上 の 問 題 を 回 避 す る に は 、 ス イ ッ チ 回 路 Ｓ Ｗ n2～ Ｓ Ｗ nnと ス イ ッ チ 回 路
Ｓ Ｗ p2～ Ｓ Ｗ pnの Ｏ Ｎ す る 数 を 増 減 し て 調 整 す る こ と に よ り 対 応 で き る 。
　 こ れ と は 別 に 、 加 減 算 補 正 す る 電 流 を 一 定 の 電 流 値 単 位 と す る こ と も 可 能 で あ る 。 こ れ
は 、 例 え ば 、 電 流 加 算 回 路 ２ ３ ｃ と 電 流 減 算 回 路 ２ ３ ｄ と を 駆 動 す る 電 流 を ト ラ ン ジ ス タ
Ｔ rrを 入 力 側 ト ラ ン ジ ス タ と す る カ レ ン ト ミ ラ ー 接 続 の 出 力 側 ト ラ ン ジ ス タ Ｑ n1～ Ｑ nnに
よ り 発 生 す る の で は な く 、 ト ラ ン ジ ス タ Ｔ rrと は 独 立 に 入 力 側 ト ラ ン ジ ス タ を 設 け 、 こ れ
を １ μ Ａ 程 度 の 電 流 を 発 生 す る 電 流 源 で 駆 動 し 、 そ の 入 力 側 ト ラ ン ジ ス タ に よ り ト ラ ン ジ
ス タ Ｑ ｐ 1と ト ラ ン ジ ス タ Ｑ n2～ Ｑ nnを そ れ ぞ れ 駆 動 す る よ う に す れ ば よ い 。
　 な お 、 電 流 加 算 回 路 ２ ３ ｃ の ト ラ ン ジ ス タ Ｑ ｎ 2～ Ｑ nnの 出 力 と 電 流 減 算 回 路 ２ ３ ｄ の
ト ラ ン ジ ス タ Ｑ p2～ Ｑ pnの 出 力 は 、 出 力 端 子 ２ ４ で は な く 、 基 準 電 流 生 成 回 路 ２ ２ の 出 力
端 子 ２ ２ ａ の 電 流 に 対 し て 加 え る よ う に す る こ と で 可 能 で あ る 。 こ の 場 合 に は 、 電 流 加 算
回 路 ２ ３ ｃ が 電 流 減 算 回 路 と な り 、 電 流 減 算 回 路 ２ ３ ｄ が 電 流 加 算 回 路 と な る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 図 ３ は 、 他 の 基 準 電 流 設 定 回 路 ２ ０ の 具 体 例 の ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
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　 図 ２ の 回 路 と の 相 違 す る 点 は 、 図 ２ の 電 流 減 算 回 路 ２ ３ ｄ を Ｎ チ ャ ネ ル ト ラ ン ジ ス タ Ｑ
1～ Ｑ nか ら な る カ レ ン ト ミ ラ ー 回 路 で 形 成 さ れ る 電 流 減 算 回 路 ２ ３ ｅ と し 、 出 力 端 子 ２ ４
の シ ン ク 電 流 値 Ｉ rに 対 し て １ μ Ａ の 分 解 能 に 相 当 す る 電 流 値 Δ Ｉ の 電 流 源 ８ ， ９ を 設 け
て 、 電 流 合 成 回 路 ２ ３ ｂ の 入 力 側 と 出 力 側 と に 分 け て 電 流 Ｉ rに 対 す る 加 減 算 を す る こ と
に あ る 。
　 図 ２ と 同 じ 電 流 減 算 回 路 ２ ３ ｃ は 、 ト ラ ン ジ ス タ Ｑ n1を 入 力 側 と し 、 ト ラ ン ジ ス タ Ｑ n2
～ Ｑ nnを 出 力 側 ト ラ ン ジ ス タ と す る カ レ ン ト ミ ラ ー 回 路 で 構 成 さ れ 、 入 力 側 ト ラ ン ジ ス タ
Ｑ n1が 電 流 値 Δ Ｉ の 電 流 源 ８ か ら 駆 動 電 流 を 受 け て 出 力 側 ト ラ ン ジ ス タ Ｑ n2～ Ｑ nnに そ の
ミ ラ ー 電 流 （ グ ラ ン ド へ シ ン ク す る 電 流 ） を 発 生 し 、 こ れ を ス イ ッ チ 回 路 Ｓ Ｗ n2～ Ｓ Ｗ nn
を 介 し て 出 力 端 子 ２ ４ に 出 力 す る 。 こ れ に よ り 出 力 端 子 ２ ４ か ら 出 力 さ れ る 電 流 Ｉ rに Δ
Ｉ × Ｐ の 電 流 を 加 算 す る 。 な お 、 Ｐ は 、 こ の と き Ｏ Ｎ さ せ た ス イ ッ チ 回 路 の 個 数 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 一 方 、 電 流 減 算 回 路 ２ ３ ｅ は 、 カ レ ン ト ミ ラ ー の 入 力 側 ト ラ ン ジ ス タ Ｑ 1が 電 流 値 Δ Ｉ
の 電 流 源 ９ か ら 駆 動 電 流 を 受 け て 出 力 側 ト ラ ン ジ ス タ Ｑ 2～ Ｑ nに そ の ミ ラ ー 電 流 （ グ ラ ン
ド へ シ ン ク す る 電 流 ） を 発 生 し 、 こ れ を ス イ ッ チ 回 路 Ｓ Ｗ ｐ 2～ Ｓ Ｗ pnを 介 し て 電 流 合 成
回 路 ２ ３ ｂ の 入 力 側 で あ る 出 力 端 子 ２ ２ ａ か ら の 供 給 さ れ る 電 流 の 一 部 を グ ラ ン ド Ｇ Ｎ Ｄ
へ と シ ン ク す る 。 こ れ に よ り ト ラ ン ジ ス タ Ｔ rrの 駆 動 電 流 が 減 少 し て 、 出 力 端 子 ２ ４ か ら
出 力 さ れ る 電 流 Ｉ rか ら Δ Ｉ × Ｋ の 電 流 を 減 算 す る 。
　 な お 、 Ｋ は 、 こ の と き Ｏ Ｎ さ せ た ス イ ッ チ 回 路 の 個 数 で あ る 。
　 こ こ で は 、 ト ラ ン ジ ス タ Ｔ rsと ト ラ ン ジ ス タ Ｑ n1～ Ｑ nnの ゲ ー ト 幅 比 （ チ ャ ネ ル 幅 比 ）
は １ ０ ： １ 、 そ し て 、 ト ラ ン ジ ス タ Ｔ rrと ト ラ ン ジ ス タ Ｑ 1～ Ｑ nの ゲ ー ト 幅 比 （ チ ャ ネ ル
幅 比 ） は １ ０ ： １ で あ る 。 Δ Ｉ を １ μ Ａ と す れ ば 、 補 正 す る 電 流 値 の 分 解 能 は 、 １ μ Ａ 程
度 に な る 。
　 そ の 動 作 は 、 図 ２ と 同 様 で あ る の で 割 愛 す る 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 以 上 説 明 し て き た が 、 実 施 例 の 不 揮 発 性 メ モ リ ２ １ は 、 不 揮 発 性 メ モ リ で は な く 、 通 常
の Ｒ Ａ Ｍ あ る い は レ ジ ス タ 等 の 揮 発 性 メ モ リ を 使 用 す る こ と が で き る 。 こ の 場 合 に は 、 電
源 投 入 時 あ る い は 表 示 装 置 の 起 動 時 等 に Ｍ Ｐ Ｕ ７ （ あ る い は Ｃ Ｐ Ｕ ） か ら 必 要 な デ ー タ を
こ の 揮 発 性 メ モ リ に 格 納 す れ ば よ い 。 な お 、 不 揮 発 性 メ モ リ ２ １ あ る い は こ れ の デ ー タ が
転 送 さ れ る Ｒ Ａ Ｍ か ら の 設 定 デ ー タ の 読 出 は 、 コ ン ト ロ ー ラ 等 に よ っ て 読 出 さ れ て も よ く
、 あ る い は 常 時 読 出 状 態 に あ っ て も よ い 。
　 ま た 、 実 施 例 の 補 正 電 流 値 発 生 回 路 に は 電 流 加 算 回 路 と 電 流 減 算 回 路 と が 設 け ら れ て い
る が 、 基 準 電 流 生 成 回 路 で 発 生 す る 電 流 値 を 、 そ の ば ら つ き の 下 限 側 に 設 定 し て お け ば 、
電 流 加 算 回 路 だ け 設 け る こ と で も 微 調 整 が 可 能 で あ る 。 逆 に 基 準 電 流 生 成 回 路 で 発 生 す る
電 流 値 を 、 そ の ば ら つ き の 上 限 側 に 設 定 し て お け ば 、 電 流 減 算 回 路 だ け 設 け る だ け で も 微
調 整 が 可 能 で あ る 。
　 さ ら に 、 現 在 の と こ ろ Ｇ ， Ｂ の 表 示 色 に 対 す る 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 の 材 料 の 発 光 輝 度 の 差 は Ｒ
に 比 べ て は 大 き く な い の で 、 基 準 電 流 設 定 回 路 は 、 Ｇ ， Ｂ の 表 示 色 に 共 通 に 設 け ら れ て い
て も よ い 。
　 な お 、 実 施 例 で は 、 Ｍ Ｏ Ｓ Ｆ Ｅ Ｔ ト ラ ン ジ ス タ を 主 体 と し て 構 成 し て い る が 、 バ イ ポ ー
ラ ト ラ ン ジ ス タ を 主 体 と し て も 構 成 し て も よ い こ と は も ち ろ ん で あ る 。 ま た 、 実 施 例 の Ｎ
チ ャ ン ネ ル 型 ト ラ ン ジ ス タ （ あ る い は ｎ ｐ ｎ 型 ） は 、 Ｐ チ ャ ン ネ ル 型 （ あ る い は ｐ ｎ ｐ 型
） ト ラ ン ジ ス タ に 、 Ｐ チ ャ ン ネ ル 型 ト ラ ン ジ ス タ は 、 Ｎ チ ャ ン ネ ル （ あ る い は ｎ ｐ ｎ 型 ）
ト ラ ン ジ ス タ に 置 き 換 え る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ４ 】
【 図 １ 】 図 １ は 、 こ の 発 明 の 有 機 Ｅ Ｌ 駆 動 回 路 を 適 用 し た 一 実 施 例 の 有 機 Ｅ Ｌ パ ネ ル の カ
ラ ム ド ラ イ バ を 中 心 と す る ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 ２ は 、 そ の 基 準 電 流 生 成 回 路 を 中 心 と し た ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
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【 図 ３ 】 図 ３ は 、 他 の 基 準 電 流 生 成 回 路 の 具 体 例 の ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 １ … 基 準 電 流 発 生 回 路 、
　 ２ Ｒ ， ２ Ｇ ， ２ Ｂ … 基 準 電 流 設 定 回 路 、
　 ３ ， ２ ５ ， ２ ６ … カ レ ン ト ミ ラ ー 回 路 、
　 ４ … Ｄ ／ Ａ 変 換 回 路 、 ５ … 出 力 段 電 流 源 、
　 ６ … レ ジ ス タ 、 ７ … Ｍ Ｐ Ｕ 、 １ ０ … カ ラ ム Ｉ Ｃ ド ラ イ バ （ カ ラ ム ド ラ イ バ ） 、
　 ２ １ … 不 揮 発 性 メ モ リ 、 ２ ２ … 基 準 電 流 生 成 回 路 、
　 ２ ３ … 基 準 電 流 補 正 回 路 、 ２ ３ ａ … 補 正 電 流 値 発 生 回 路 、
　 ２ ３ ｂ … 電 流 合 成 回 路 、 ２ ３ ｃ … 電 流 加 算 回 路 、
　 ２ ３ ｄ … 電 流 減 算 回 路 、 ２ ４ … 出 力 端 子 、
　 Ｔ r1～ Trk， Ｔ ra～ Trn， Ｑ n1， Ｑ n2～ Ｑ nn， Ｑ p1～ Ｑ pn… ト ラ ン ジ ス タ 、
　 Ｓ Ｗ 1～ Ｓ Ｗ k， Ｓ Ｗ p2～ Ｓ Ｗ pn， Ｓ Ｗ n2～ Ｓ Ｗ nn… ス イ ッ チ 回 路 。
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【 図 ３ 】
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